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パリ五輪大会　大会通しワッペン

野澤大志ブ

ランドン棚村克行

宮本昌典

比嘉もえ

ドライブで攻め込むキングスＵ�の佐取龍之介（琉球ゴールデンキングス提供）
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○４○

ソフトテニス女子団体で優勝した屋部（提供）

ソフトテニス男子団体を制した玉城（提供）

チーム戦で連覇を達成した和産業

個人優勝の

新垣幹久

男子を制し

た嘉陽宗隆

女子優勝の

竹下思美

鈴木雄介

Ｃ大阪の香川

新城幸也

　
パ
リ
五
輪
の
競
技
が
�
日
の
男
子
サ
ッ
カ
ー
を
皮
切
り
に
始
ま

る
。
開
会
式
は
�
日
に
行
わ
れ
る
。
５
人
の
県
勢
が
参
加
す
る
競

技
の
展
望
を
紹
介
す
る
。

　
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス

Ｕ
�
は
�
、
�
の
両
日
、
沖
縄

ア
リ
ー
ナ
で
Ｂ
リ
ー
グ
ク
ラ
ブ

の
Ｕ
�
チ
ー
ム
に
よ
る
「
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル
リ
ー
グ
２
０
２
４
」

の
３
試
合
を
行
い
、
３
連
勝
し

た
。
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
リ
ー
グ
で

は
す
で
に
２
勝
し
て
い
る
た
め

に
５
連
勝
と
な
っ
た
。
長
崎
ヴ

ェ
ル
カ
Ｕ
�
に
は
、
１
１
３
｜

�
で
、
鹿
児
島
レ
ブ
ナ
イ
ズ
Ｕ

�
に
は
１
１
５
｜
�
、
佐
賀
バ

ル
ー
ナ
ー
ズ
Ｕ
�
に
は
１
０
３

｜
�
と
３
試
合
す
べ
て
で
１
０

０
点
ゲ
ー
ム
と
な
り
、
大
勝
し

た
。

　
与
那
嶺
翼
Ｈ
Ｃ
は
「
３
試
合

通
し
て
、
守
備
を
前
か
ら
仕
掛

け
速
い
展
開
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
遂
行
で
き
た
が
、
相
手
の
守

備
に
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
部

分
も
あ
っ
た
の
で
、
次
戦
に
向

け
て
修
正
し
て
い
く
」
と
振
り

返
っ
た
。
主
将
の
佐
取
龍
之
介

は
「
来
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

の
お
か
げ
で
、
素
晴
ら
し
い
雰

囲
気
の
中
で
試
合
が
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た
。
目
標
と
し
て
い

た
ワ
ク
ワ
ク
し
て
も
ら
え
る
プ

レ
ー
を
す
る
こ
と
も
達
成
で
き

た
」
と
語
っ
た
。

　
次
戦
は
８
月
３
、
４
日
に
熊

本
市
総
合
体
育
館
で
香
川
フ
ァ

イ
ブ
ア
ロ
ー
ズ
Ｕ
�
、
熊
本
ヴ

ォ
ル
タ
ー
ズ
Ｕ
�
と
対
戦
す

る
。

　
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
リ
ー
グ
で
５

地
区
の
各
地
区
上
位
２
チ
ー

ム
、
ま
た
は
３
位
に
よ
る
出
場

決
定
戦
の
上
位
２
チ
ー
ム
が
�

月
開
催
の
「
エ
リ
ー
ト
リ
ー

グ
」
に
出
場
す
る
。
２
地
区
に

分
か
れ
る
エ
リ
ー
ト
リ
ー
グ
で

地
区
１
位
に
な
る
か
、
�
月
に

開
催
さ
れ
る
「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
」
で
上
位
２
チ
ー
ム
に

入
る
こ
と
で
、
海
外
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
も
参
加
す
る
「
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
ッ
プ
」
（
来

年
２
月
）
に
出
場
で
き
る
。

（
屋
嘉
部
長
将
）

　
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
は

�
日
、
県
内
各
地
で
７
競
技
が

行
わ
れ
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
な
ど
は
男
女
４
強
が
、

サ
ッ
カ
ー
は
８
強
が
決
ま
っ

た
。
�
日
に
行
わ
れ
た
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
団
体
は
男
子
が
玉
城
、

女
子
は
屋
部
が
制
し
た
。

　
剣
道
の
第
�
回
県
男
子
剣
道

選
手
権
大
会
、
第
�
回
沖
縄
県

女
子
剣
道
選
手
権
大
会
が
�

日
、
昭
和
付
高
体
育
館
で
行
わ

れ
た
。
男
子
決
勝
は
嘉
陽
宗
隆

（
県
警
）
が
上
江
洌
貴
大

（
同
）
を
下
し
て
優
勝
し
た
。

　
女
子
決
勝
は
竹
下
思
美
（
興

南
高
―
中
京
大
）
が
後
藤
結
朱

（
沖
縄
大
）
を
破
っ
て
連
覇
を

果
た
し
た
。

　
男
女
の
優
勝
選
手
は
第
�
回

全
日
本
選
手
権
大
会
（
�
月
、

東
京
・
日
本
武
道
館
）
、
第
�

回
全
日
本
女
子
剣
道
選
手
権
大

会
（
同
）
の
出
場
権
を
獲
得
し

た
。

　
【
男
子
】

　
▽
準
々
決
勝

屋
富
祖
俊
樹

（県
警
察
）

ド
コ
―

中
島
　
太
朗

（県
警
察
）

上
江
洌
貴
大

（県
警
察
）

コ
ド
―

伊
波
　
　
渉

（県
警
察
）

嘉
陽
　
宗
隆

（県
警
察
）

ド
―

伊
禮
　
聖
人

（県
警
察
）

山
田
　
義
光

（県
警
察
）

コ
―

仲
原
　
英
吾

（県
警
察
）

　
▽
準
決
勝

上
　
江
　
洌

コ
―

屋
　
富
　
祖

嘉
　
　
　
陽

ツ
―

山
　
　
　
田

　
▽
３
位
決
定
戦

屋
　
富
　
祖

メ
｜

山
　
　
　
田

　
▽
決
勝

嘉
　
　
　
陽

コ
｜

上
　
江
　
洌

　
【
女
子
】

　
▽
１
回
戦

ペ
リ
ー
里
香

ニ
コ
ー
ル
（

富
士
Ｆ
）

不
戦
勝

濱
本
　
想
子

（大
学
職
員
）

後
藤
　
結
朱

（沖
縄
大
）

コ
｜

松
門
　
由
姫

（県
警
察
）

渡
名
喜
愛
美

佳
（小
禄
高
）

メ
｜

金
　
　
ナ
レ

（大
学
職
員
）

　
▽
準
決
勝

竹
下
　
思
美

（中
京
大
）

ツ
｜

渡
　
名
　
喜

後
　
　
　
藤

メ
｜

ペ
　
リ
　
ー

　
▽
決
勝

竹
　
　
　
下

ツ
｜

後
　
　
　
藤

　
▽
１
回
戦

太
陽
ス
ポ
ー

ツ
ク
国
分
Ｕ

｜
�

１
―
０

ｃ
ａ
ｓ
ａ
　

ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ａ

ｗ
ａ

　
▽
２
回
戦

カ
テ
ィ
オ
ー

ラ
Ｆ
Ｃ
　
Ｕ

｜
�

１
―
０

グ
ラ
ン
フ
ォ

ル
テ
ィ
ス
沖

縄
ジ
ュ
ニ
ア

ユ
ー
ス

Ｆ
Ｃ
琉
球
Ｏ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ

Ａ
　
Ｕ
｜
�

４
―
０

Ｆ
Ｃ
　
Ｋ
Ａ

Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ

　
Ｕ
｜
�

　
▽
３
回
戦

Ｆ
Ｃ
琉
球
Ｏ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ

Ａ
　
Ｕ
｜
�

１
―
１

ギ
ラ
ヴ
ァ
ン

ツ
北
九
州
　

Ｕ
―
�

　
　
　
（
Ｐ
Ｋ
４
｜
１
）

　
▽
準
々
決
勝

Ｆ
Ｃ
琉
球
Ｏ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ

Ａ
　
Ｕ
｜
�

１
―
１

ソ
レ
ッ
ソ
熊

本

　
　
　
（
Ｐ
Ｋ
４
｜
３
）

　
▽
準
決
勝

Ｆ
Ｃ
琉
球
Ｏ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ

Ａ
　
Ｕ
｜
�

１
―
０

サ
ガ
ン
鳥
栖

　
Ｕ
｜
�

　
▽
決
勝

ロ
ア
ッ
ソ

熊
本
ジ
ュ

ニ
ア
ユ
ー

ス

３

３
―
０

０
―
０

０

Ｆ
Ｃ
琉
球

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｗ
Ａ
　

Ｕ
｜
�

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
第
�
回
琉
球

新
報
旗
争
奪
職
域
対
抗
大
会

（
主
催
・
琉
球
新
報
社
、
県
ボ

ウ
リ
ン
グ
場
協
会
）
が
�
日
、

マ
チ
ナ
ト
ボ
ウ
ル
と
エ
ナ
ジ
ッ

ク
ミ
ハ
マ
で
行
わ
れ
た
。
チ
ー

ム
戦
は
和
産
業
（
新
垣
幹
久
、

上
原
健
人
、
久
高
伸
清
、
安
里

和
善
）
が
３
４
９
７
点
で
連
覇

を
達
成
し
た
。
和
産
業
は
県
代

表
と
し
て
第
�
回
ジ
ャ
パ
ン
オ

ー
プ
ン
選
手
権
（
�
月
１
～
４

日
・
愛
知
）
に
派
遣
さ
れ
る
。

個
人
戦
は
新
垣
幹
久
（
和
産

業
）
が
１
４
３
４
点
で
頂
点
を

つ
か
ん
だ
。
特
別
褒
賞
と
し
て

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
賞
（
３
０
０

点
）
に
玉
城
陸
（
玉
城
重

機
）
、
座
安
徹
（
伊
野
波
製

菓
）
、
ビ
ッ
グ
フ
ォ
ー
ス
ペ
ア

賞
に
増
永
勇
磨
（
中
華
飯
店
泰

林
）
が
輝
い
た
。

　
ハ
イ
ゲ
ー
ム
に
玉
城
陸
（
玉

城
重
機
）
、
座
安
徹
（
伊
野
波

製
菓
）
、
金
城
立
樹
（
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
）
、
ハ
イ
シ
リ

ー
ズ
に
崎
濱
秀
律
（
宮
田

組
）
、
新
垣
幹
久
（
和
産
業
）

が
選
ば
れ
た
。

　
計
�
チ
ー
ム
、
２
４
４
人
が

参
加
し
た
。

　
▽
チ
ー
ム
成
績
　
①
和
産
業
（
新
垣

幹
久
、
久
高
伸
清
、
上
原
健
人
、
安
里

和
善
）
３
４
９
７
点
②
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ

Ｔ
｜
Ｏ
Ｎ
Ｅ
（
登
川
一
真
、
池
原
貴

之
、
島
袋
百
合
子
、
新
里
竜
也
）
３
３

５
１
③
田
中
商
会
（
登
川
雄
一
、
仲
田

亘
、
我
如
古
泰
之
、
新
里
翔
悟
）
３
３

１
０
④
比
嘉
工
業
（
神
村
武
、
富
盛

守
、
安
次
富
実
、
具
志
良
二
）
３
３
０

８
⑤
沖
水
調
査
サ
ー
ビ
ス
（
新
里
望
、

太
田
裕
也
、
比
屋
根
徳
人
、
津
波
政

秀
）
３
３
０
３
⑥
エ
コ
プ
ラ
ス
（
新
垣

建
斗
、
瀬
良
垣
成
、
新
里
将
太
、
豊
里

司
）
３
２
７
０

　
▽
個
人
成
績
　
①
新
垣
幹
久
（
和
産

業
）
１
４
３
４
②
吉
井
洋
介
（
Ｊ
Ａ
Ｌ

シ
テ
ィ
那
覇
）
１
４
１
８
③
崎
濱
秀
律

（
宮
田
組
）
１
４
１
４

　
▽
ハ
イ
ゲ
ー
ム
（
マ
チ
ナ
ト
ボ
ウ

ル
）
　
金
城
立
樹
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
Ｂ

Ｏ
Ｘ
）
２
８
９

　
▽
同
（
エ
ナ
ジ
ッ
ク
ボ
ウ
ル
ミ
ハ

マ
）
　
玉
城
陸
（
玉
城
重
機
）
３
０

０
、
座
安
徹
（
伊
野
波
製
菓
）
３
０
０

　
▽
ハ
イ
シ
リ
ー
ズ
（
マ
チ
ナ
ト
ボ
ウ

ル
）
　
新
垣
幹
久
７
２
９

　
▽
同
（
エ
ナ
ジ
ッ
ク
ボ
ウ
ル
ミ
ハ

マ
）
　
崎
濱
秀
律
７
７
７

　
▽
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
賞
　
玉
城
陸
、
座

安
徹

　
▽
ビ
ッ
グ
フ
ォ
ー
ス
ペ
ア
賞
　
増
永

勇
磨
（
中
華
飯
店
泰
林
）

　
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
エ
デ

ィ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
ヘ
ッ
ド

コ
ー
チ
（
Ｈ
Ｃ
）
が
�
日
、
東

京
都
内
で
記
者
会
見
を
開
い
て

６
～
７
月
の
代
表
活
動
を
総
括

し
「
厳
し
い
ス
タ
ー
ト
に
な
っ

た
。
し
か
し
（
チ
ー
ム
が
掲
げ

る
超
速
ラ
グ
ビ
ー
の
）
方
向
性

に
は
希
望
を
抱
い
て
い
る
」
と

語
っ
た
。
テ
ス
ト
マ
ッ
チ
対
象

外
の
２
試
合
を
含
め
て
１
勝
４

敗
だ
っ
た
。

　
課
題
と
し
て
「
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
へ
の
弱
さ
や
タ
ー
ン
オ
ー
バ

ー
の
数
」
な
ど
を
挙
げ
た
。

　
サ
ッ
カ
ー
の
Ｋ
Ｙ
Ｆ
Ａ
２
０

２
４
第
�
回
九
州
ク
ラ
ブ
ユ
ー

ス
（
Ｕ
｜
�
）
選
手
権
大
会
が

６
月
�
日
～
７
月
�
日
、
鹿
児

島
県
で
行
わ
れ
た
。
県
代
表
の

Ｆ
Ｃ
琉
球
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｕ

―
�
は
２
回
戦
か
ら
登
場
し
、

決
勝
へ
進
出
し
た
。

　
決
勝
は
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
ジ
ュ

ニ
ア
ユ
ー
ス
に
０
―
３
で
敗
れ

た
が
準
優
勝
に
輝
き
、
上
位
７

チ
ー
ム
に
与
え
ら
れ
る
全
国
大

会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

　
倉
貫
溜
凰
（
る
お
）
主
将
は

「
準
優
勝
で
き
た
が
、
決
勝
で

熊
本
に
負
け
た
悔
し
さ
の
方
が

大
き
い
。
全
国
で
は
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
て
い
る
人
の
思
い
も

背
負
っ
て
、
ま
ず
は
グ
ル
ー
プ

突
破
で
き
る
よ
う
に
頑
張
る
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
石
川
翔
一
監
督
は
「
強
豪
チ

ー
ム
相
手
に
難
し
い
試
合
が
続

い
た
が
、
勝
利
を
積
み
重
ね
る

こ
と
で
自
信
を
つ
け
、
チ
ー
ム

と
し
て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
初
の
全
国
大
会
を
選
手
た

ち
と
共
に
楽
し
み
た
い
」
と
述

べ
た
。

　
ｃ
ａ
ｓ
ａ
　
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ａ
ｗ

ａ
は
１
回
戦
、
グ
ラ
ン
フ
ォ
ル

テ
ィ
ス
沖
縄
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス

は
２
回
戦
で
敗
れ
た
。

　
第
�
回
日
本
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス

選
手
権
（
Ｕ
―
�
）
は
全
国
９

地
域
の
代
表
�
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
８
月
�
～
�
日
ま
で
北
海

道
で
行
わ
れ
る
。

　
Ｊ
１
の
Ｃ
大
阪
の
Ｍ
Ｆ
香
川

真
司
が
�
日
、
か
つ
て
所
属
し

た
ド
イ
ツ
１
部
リ
ー
グ
の
強
豪

ド
ル
ト
ム
ン
ト
と
の
親
善
試
合

（
�
日
・
ヤ
ン
マ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
長
居
）
を
控
え
て
大
阪
市
内

で
記
者
会
見
し
「
ド
ル
ト
ム
ン

ト
の
フ
ァ
ン
に
、
結
果
で
元
気

だ
よ
と
見
せ
ら
れ
る
よ
う
頑
張

り
た
い
」
と
活
躍
を
誓
っ
た
。

　
ド
ル
ト
ム
ン
ト
の
シ
ャ
ヒ
ン

新
監
督
は
同
じ
�
歳
で
、
現
役

時
代
は
と
も
に
プ
レ
ー
し
て
リ

ー
グ
制
覇
を
経
験
。
監
督
は

「
親
友
」
と
呼
ぶ
香
川
と
の
再

会
を
喜
び
「
年
は
取
っ
た
が
、

ど
れ
だ
け
の
も
の
を
見
せ
て
く

れ
る
か
。
わ
く
わ
く
し
て
い

る
」
と
話
し
た
。

　
Ｊ
１
の
札
幌
と
鳥
栖
は
�

日
、
サ
ッ
カ
ー
の
ス
ペ
イ
ン
１

部
リ
ー
グ
の
セ
ビ
リ
ア
と
の
国

際
親
善
試
合
を
中
止
す
る
と
発

表
し
た
。
札
幌
は
�
日
、
鳥
栖

は
８
月
２
日
に
対
戦
す
る
予
定

だ
っ
た
。

（
�
日
・
豊
見
城
市
民
体
育
館
ほ
か
）

　
【
男
子
】

　
▽
２
回
戦
　
神
森
�
｜
�
宜
野
湾
、

昭
薬
付
�
｜
�
豊
見
城
、
古
堅
�
｜
�

コ
ラ
ソ
ン
Ｕ
｜
�
、
浦
西
�
｜
�
テ
ラ

ス
Ｕ
｜
�
、
浦
添
�
｜
�
琉
大
付
、
南

風
原
�
｜
�
具
志
川
、
西
崎
�
｜
�
仲

西
、
安
慶
田
�
｜
�
西
原

　
▽
準
々
決
勝

神
　
　
　
森

�
―
�

昭
　
薬
　
付

浦
　
　
　
西

�
―
�

古
　
　
　
堅

浦
　
　
　
添

�
―
�

南
　
風
　
原

安
　
慶
　
田

�
―
�

西
　
　
　
崎

　
【
女
子
】

　
▽
２
回
戦

仲
西
�
｜
�
西
崎
、
嘉
数
�
｜
６
石

田
、
安
慶
田
・
美
東
�
｜
�
南
風
原
、

神
森
�
｜
�
浦
添
、
浦
西
�
｜
�
テ
ラ

ス
Ｕ
｜
�
、
昭
薬
付
�
｜
�
東
風
平
、

港
川
�
｜
�
石
垣
第
二
、
沖
縄
東
�
｜

�
琉
大
付

　
▽
準
々
決
勝

仲
　
　
　
西

�
―
�

嘉
　
　
　
数

神
　
　
　
森

�
―
�

安
慶
田
・
美

東

浦
　
　
　
西

�
―
�

昭
　
薬
　
付

沖
　
縄
　
東

�
―
�

港
　
　
　
川

（
�
日
・
�
世
紀
の
森
体
育
館
）

　
【
男
子
】

　
▽
準
々
決
勝

西
　
　
　
原

２
―
０

小
　
　
　
禄

首
　
　
　
里

２
―
０

大
　
　
　
浜

伊
良
波
・
豊

崎

２
―
１

長
　
　
　
嶺

宮
　
　
　
里

２
―
０

あ
　
げ
　
な

　
▽
決
勝
リ
ー
グ
１
回
戦

西

　

原

２

�
―
�

�
―
�

�
｜
�

１

首

　

里

宮

　

里

２

�
―
�

�
―
�

０

伊
良
波
・

豊
崎

　
【
女
子
】

　
▽
準
々
決
勝

石

垣

第

二

２
―
０

真
　
志
　
喜

大
　
　
　
里

２
―
１

高
　
原
　
ク

あ
　
げ
　
な

２
―
０

西
　
原
　
東

与
　
那
　
原

２
―
１

宜
　
野
　
座

　
▽
決
勝
リ
ー
グ
１
回
戦

石
垣
第
二

２

�
―
�

�
―
�

０

大

　

里

あ

げ

な

２

�
―
�

�
―
�

０

与

那

原

（
�
日
・
具
志
川
多
種
目
Ａ
面
ほ
か
）

　
▽
２
回
戦
　
本
部
２
｜
０
南
風
原
、

北
中
城
２
｜
０
大
宮
、
小
禄
４
｜
１
Ａ

Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
石
垣
、
仲
西
１
｜
１

（
Ｐ
Ｋ
４
｜
３
）
与
勝
、
具
志
川
４
｜

１
あ
げ
な
、
寄
宮
１
｜
１
（
Ｐ
Ｋ
４
｜

２
）
首
里
、
嘉
数
４
｜
１
東
風
平
、
神

森
８
｜
０
石
垣

（
�
日
・
沖
縄
市
体
育
館
）

　
【
男
子
】

　
▽
準
々
決
勝

名
　
　
　
護

�
―
�

中
　
　
　
城

港
　
　
　
川

�
―
�

山
　
　
　
内

沖
　
縄
　
東

�
―
�

古
　
　
　
蔵

北
　
　
　
谷

�
―
�

宮
　
　
　
里

　
▽
決
勝
リ
ー
グ

名

　

護

�

�
―
�

�
―
３

�
｜
�

８
｜
�

�

港

　

川

沖

縄

東

�

�
―
�

�
―
�

９
｜
�

�
｜
�

�

北

　

谷

　
【
女
子
】

　
▽
準
々
決
勝

安
　
　
　
岡

�
―
�

コ
　
　
　
ザ

北
　
　
　
谷

�
―
�

具

志

川

東

港
　
　
　
川

�
―
�

嘉
　
　
　
数

仲
　
井
　
真

�
―
�

中
　
　
　
城

　
▽
決
勝
リ
ー
グ

北

　

谷

�

７
―
�

�
―
�

７
｜
５

�
｜
�

�

安

　

岡

港

　

川

�

�
―
９

�
―
�

�
｜
�

�
｜
�

�

仲

井

真

（
�
日
・
タ
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
名
護

ほ
か
）

　
▽
１
回
戦
　
宜
野
座
４
｜
０
中
城
、

浦
添
４
｜
２
長
嶺
、
う
ん
な
２
｜
０
神

森
、
城
北
５
｜
２
宮
里

（
�
日
・
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

那
覇
ほ
か
）

　
▽
１
回
戦
　
西
原
６
｜
２
上
野
、
石

垣
第
二
３
｜
２
球
美
（
延
長
八
回
）
、

本
部
・
上
本
部
４
｜
１
平
良
、
石
垣
３

｜
２
知
念
（
延
長
八
回
）

　
富
士
通
陸
上
部
は
�
日
、
男

子
�
㌔
競
歩
で
世
界
記
録
を
持

つ
鈴
木
雄
介
（�
）が
今
月
限
り

で
現
役
を
引
退
す
る
と
発
表
し

た
。
鈴
木
は
「
お
世
話
に
な
っ

た
陸
上
界
や
競
歩
界
へ
自
分
の

経
験
を
還
元
し
た
い
。
次
の
道

に
進
む
」
な
ど
と
コ
メ
ン
ト
。

今
後
は
新
潟
食
料
農
業
大
で
コ

ー
チ
を
務
め
る
と
し
て
い
る
。

　
石
川
県
出
身
で
、
２
０
１
２

年
ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
出
場
。
�

年
に
は
１
時
間
�
分
�
秒
の
世

界
記
録
を
樹
立
し
た
。
�
㌔
で

臨
ん
だ
�
年
世
界
選
手
権
で
は

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
そ
の
後
は

オ
ー
バ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
症
候

群
な
ど
に
苦
し
み
、
出
場
権
を

得
て
い
た
�
年
の
東
京
五
輪
は

辞
退
し
た
。
男
子
４
０
０
㍍
で

�
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪

と
、
東
京
五
輪
代
表
の
ウ
ォ
ル

シ
ュ
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
（�
）も
陸

上
を
引
退
し
す
る
。

　
Ｇ
Ｋ
野
澤
大
志
ブ
ラ
ン
ド
ン
（
宜

野
湾
中
―
第
一
学
院
高
出
、
Ｆ
Ｃ
東

京
）
は
県
勢
初
の
サ
ッ
カ
ー
五
輪
代

表
と
な
る
。
五
輪
切
符
を
手
に
し
た

Ｕ
―
�
ア
ジ
ア
・
カ
ッ
プ
は
主
に
Ｇ

Ｋ
小
久
保
玲
央
ブ
ラ
イ
ア
ン
が
出
場

し
、
ス
タ
メ
ン
争
い
を
勝
ち
抜
く
必

要
が
あ
る
。
日
本
は
�
歳
以
上
の
オ

ー
バ
ー
エ
ー
ジ
枠
を
使
わ
ず
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
メ
ン
バ
ー
で
戦
う
。
強

敵
で
あ
る
初
戦
の
パ
ラ
グ
ア
イ
戦
に

勝
利
し
て
続
く
マ
リ
、
イ
ス
ラ
エ
ル

戦
に
勢
い
付
け
た
い
。
　

　
男
子
は
�
年
ぶ
り
に
出
場
を
果
た

し
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
か
ら

３
大
会
連
続
の
出
場
。
そ
の
間
、
母

が
石
垣
島
出
身
の
Ｇ
Ｋ
棚
村
克
行

（
ブ
ル
ボ
ン
Ｋ
Ｚ
）
は
守
護
神
と
し

て
日
本
を
支
え
続
け
て
き
た
。
日
本

は
ハ
ン
ガ
リ
ー
や
開
催
国
フ
ラ
ン
ス

な
ど
強
豪
ひ
し
め
く
グ
ル
ー
プ
に
入

っ
た
。
�
年
ぶ
り
に
ア
ジ
ア
大
会
覇

者
と
な
り
力
を
付
け
た
日
本
は
五
輪

初
の
８
強
入
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　
男
子
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
新
城
幸
也

（
八
重
山
高
出
、
バ
ー
レ
ー
ン
・
ビ

ク
ト
リ
ア
ス
）
は
県
出
身
で
唯
一
の

４
大
会
連
続
の
代
表
。
最
高
位
は
リ

オ
の
�
位
。
パ
リ
で
は
男
子
�
人
が

五
輪
史
上
最
長
の
２
７
３
㌔
を
駆
け

抜
け
る
。
パ
リ
の
観
光
名
所
を
巡

り
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
上
り
な
ど
起

伏
が
多
い
コ
ー
ス
。
ベ
テ
ラ
ン
ら
し

い
試
合
巧
者
ぶ
り
を
発
揮
で
き
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
一
桁
台
の
順

位
に
入
り
、
メ
ダ
ル
獲
得
を
狙
う
。

　
男
子
�
㌔
級
の
宮
本
昌
典
（
沖
縄

工
高
―
東
京
国
際
大
出
、
同
大
職
）

は
２
会
連
続
の
出
場
。
４
月
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
ス
ナ
ッ
チ
、
ジ
ャ
ー

ク
、
ト
ー
タ
ル
で
日
本
記
録
を
更
新

し
、
五
輪
選
考
ラ
ン
キ
ン
グ
３
位
で

代
表
の
座
を
守
っ
た
。
本
番
は
恩
師

の
平
良
真
理
女
子
監
督
も
セ
コ
ン
ド

に
付
く
見
込
み
。
大
学
進
学
後
は
２

大
会
連
続
で
五
輪
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
三
宅
義
信
氏
に
指
導
を
受
け

る
。
男
子
�
年
ぶ
り
の
表
彰
台
に
期

待
が
懸
か
る
。

　
県
出
身
で
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
比

嘉
寿
光
さ
ん
が
父
の
比
嘉
も
え
（
井

村
ク
）
は
、
高
校
生
な
が
ら
日
本
の

中
心
選
手
に
成
長
し
た
。
チ
ー
ム
と

デ
ュ
エ
ッ
ト
に
出
場
す
る
。
昨
年
７

月
の
世
界
選
手
権
で
デ
ュ
エ
ッ
ト
の

テ
ク
ニ
カ
ル
ル
ー
テ
ィ
ン
で
Ａ
Ｓ
史

上
最
年
少
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る

な
ど
メ
ダ
ル
射
程
圏
に
い
る
。
新
た

に
デ
ュ
エ
ッ
ト
を
組
ん
だ
佐
藤
友
花

と
技
の
難
易
度
を
調
整
し
、
完
成
度

を
高
め
ら
れ
る
か
が
鍵
を
握
る
。

（
古
川
峻
）

　
男
子
美
来
工
科
は
、
初
戦
で

近
畿
大
学
付
属
（
大
阪
）
と
対

戦
す
る
。
こ
こ
を
突
破
す
る

と
、
昨
夏
も
対
戦
し
た
強
豪
・

藤
枝
明
誠
（
静
岡
）
と
ぶ
つ
か

る
。
雪
辱
を
期
し
て
勝
利
し
た

い
。

　
女
子
石
川
の
初
戦
は
県
立
校

同
士
の
対
戦
と
な
っ
た
。
県
立

富
岡
東
（
徳
島
）
に
勝
つ
と
、

２
回
戦
で
強
豪
・
日
本
航
空

（
山
梨
）
と
対
戦
す
る
。

　
男
子
興
南
は
、
磨
き
を
か
け

た
防
御
を
武
器
に
、
上
位
進
出

を
目
指
し
て
全
国
選
抜
の
雪
辱

を
期
す
。
初
戦
の
相
手
は
高
知

中
央
。
勝
ち
進
め
ば
、
春
の
選

抜
で
惜
敗
し
た
北
陸
（
岩
手
）

と
の
対
戦
が
予
想
さ
れ
る
。

　
女
子
浦
添
は
、
攻
守
速
攻
で

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
挑
戦
す

る
。
九
州
大
会
を
制
し
た
攻
撃

的
防
御
を
強
化
し
、
悲
願
の
全

国
優
勝
を
目
指
す
。
初
戦
は
橿

原
（
奈
良
）
。
そ
の
ま
ま
勝
ち

進
め
ば
、
４
強
を
か
け
て
春
の

選
抜
覇
者
の
白
梅
学
園
（
東

京
）
と
対
戦
が
予
想
さ
れ
る
。

　
団
体
・
個
人
の
両
部
門
に
お

い
て
興
南
が
出
場
。
女
子
興
南

は
３
月
の
全
国
選
抜
で
８
強
入

り
し
、
島
袋
美
々
夏
（
興
南
２

年
）
は
優
秀
選
手
賞
に
輝
い

た
。
個
人
戦
に
も
出
場
す
る
宮

城
遥
和
（
同
３
年
）
は
石
原
杯

を
連
覇
中
。
実
績
の
あ
る
２
人

を
軸
に
４
強
以
上
を
狙
う
。

　
男
子
興
南
は
、
３
月
の
全
国

選
抜
・
魁
星
旗
と
も
に
８
強
入

り
の
東
海
大
浦
安
（
千
葉
）
に

惜
敗
。
�
月
の
大
野
旗
で
は
準

優
勝
す
る
な
ど
、
実
力
は
十
分

に
備
わ
っ
た
。
３
年
生
の
結
束

も
強
く
、
上
位
進
出
に
期
待
し

た
い
。
個
人
戦
か
ら
も
目
が
離

せ
な
い
。

　
九
州
総
体
女
子
個
人
準
優
勝

と
な
っ
た
仲
間
美
咲
（
興
南
２

年
）
に
期
待
。
ま
た
、
宮
里
恵

加
（
同
３
年
）
、
男
子
の
冨
名

腰
朝
成
（
首
里
２
年
）
、
松
本

善
樹
（
興
南
３
年
）
ら
も
上
位

入
賞
を
狙
え
る
。

　
団
体
戦
の
男
子
興
南
、
女
子

小
禄
は
競
技
が
進
む
に
つ
れ
て

調
子
が
上
が
り
、
予
選
ま
で
の

時
間
の
使
い
方
が
重
要
だ
。
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
も
緊
張
を

保
（
た
も
）
て
る
か
。
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
に
入
れ
ば
、
チ
ー
ム

の
力
が
爆
発
し
上
位
入
賞
も
可

能
だ
。

　
強
豪
ぞ
ろ
い
の
九
州
総
体
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
決
勝
で
、
塩
澤
海

（
沖
縄
水
産
２
年
）
が
４
位
、

當
山
魁
来
（
同
３
年
）
が
５
位

と
同
校
で
競
り
合
う
熱
戦
を
展

開
。
全
国
大
会
で
の
期
待
大

だ
。
金
城
夢
叶
（
同
２
年
）
と

塩
澤
の
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ペ
ア
は

決
勝
６
位
。
松
本
大
輝
（
同
２

年
）
ら
も
加
わ
っ
た
カ
ナ
デ
ィ

ア
ン
フ
ォ
ア
も
決
勝
６
位
。

　
す
べ
て
の
種
目
に
出
場
し
た

塩
澤
が
大
会
の
中
心
と
な
る

か
。

　
Ｊ
リ
ー
グ
が
選
手
契
約
制
度

を
大
幅
に
改
定
し
、
契
約
初
年

度
の
年
俸
上
限
を
１
２
０
０
万

円
に
引
き
上
げ
る
方
向
で
調
整

し
て
い
る
こ
と
が
�
日
、
関
係

者
の
話
で
分
か
っ
た
。
現
状
で

は
高
卒
や
大
卒
の
プ
ロ
１
年
目

は
上
限
４
６
０
万
円
の
「
Ｃ
契

約
」
を
結
ぶ
の
が
大
半
で
、
上

限
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
海

外
ク
ラ
ブ
と
の
選
手
獲
得
競
争

力
を
高
め
る
狙
い
が
あ
る
。

　
現
在
の
制
度
で
は
、
「
Ｊ
１

で
出
場
時
間
４
５
０
分
」
な
ど

の
条
件
を
満
た
せ
ば
最
上
位
の

「
Ａ
契
約
」
を
結
べ
る
が
、
そ

の
場
合
も
契
約
初
年
度
の
年
俸

上
限
は
６
７
０
万
円
に
設
定
さ

れ
て
い
る
。

　
２
０
２
６
年
か
ら
新
制
度
と

な
る
見
通
し
で
、
将
来
的
に
上

限
を
撤
廃
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
年
俸
の
下
限
は
Ｊ
１
が
４

８
０
万
円
、
Ｊ
２
が
３
６
０
万

円
、
Ｊ
３
が
２
４
０
万
円
で
調

整
し
て
い
る
。

　女子ゴルフの�日付世界ランキン

グが発表され、古江彩佳は８位で変

わらなかった。ともにパリ五輪代表

の笹生優花は�位のままで、山下美

夢有は三つ上げて�位となった。１

位はネリー・コルダ（米国）だった。

（１３） スポーツ １版 ２０２４年（令和６年）７ 月２４日 水曜日 第３種郵便物認可


